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御社の強みを教えて下さい

当社の強みは、冷間圧造工具に関する全てのアイテムを自社で製
造出来る点にあります。材料の切断から粗加工、熱処理、旋削 ・ 研
削加工、仕上げ、コ ーティングまで、あらゆる圧造工具を100％内製
で一貫生産が出来る、業界では類を見ない生産体制を構築してお
ります。毎期、最先端の工作機械や計測機器の設備投資を継続し、
技術革新に磨きを掛け、ハイレベルなオー ダーにも対応可能な生
産体制を整えています。生産形態は一点一様ではありますが、ATC ・

AWC付き工作機械をはじめ、高効率の生産設備を導入し可能な限
り自働化・省人化に取り組んでおります。人のやるべき仕事、人がや
らなければならない仕事、機械に任せる仕事を全工程において明
確化し、高効率生産の実現に取り組んでおります。約95％と内製率
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が非常に高い為、お客様の声を現場に反映させ易く、
製造・営業・お客様が一体となって改善を図る事がで
きます。これも我々の強みと言えるでしょう。また、オリ
ジナル製品も多々開発しており、特に超硬割型『ダブ
ルヘックス』は圧倒的な優位性を発揮するロングセ
ラー 商品であり、世界中のボルト ・ ナットメーカーから
高い信頼を得ており他社にはマネできない製品です。

従業員との関わり

当社は社員の数より機械の方が多いです。当然、社員は機械を複
数台使いこなす事になります。社員が使い易いようにメ ーカーを
揃えるのです。例えば平面研削盤はA社、円筒研削盤はB社など、
メーカーを揃えています。メ ーカーを変えてしまうと極端な話、／＼
ンドルが逆回転になることもあります。社員は操作を体で覚えて
います。同じメ ーカーの機械を使う事で効率が上がる事は確かで
あり、不良率も低減出来ます。当社の考え方はプログラミング、加
ェ、計測が出来て一人前です。計測機器を例に挙げると、必要な
部署に輪郭形状測定器を設置しておりますが、部署を異動しても
設置してある輪郭形状測定機は同じメ ー カーなので、測定のス
キルは既に身に付けており、メインは加工を覚える事になります。

そうすると人の育成時間の短縮に繋がり、多能エ化の促進が固
りやすくなります。

御社が一番大切にしていること
当社で一番大切にしていることは、やっぱり他社がやらないこと、
やれないことをやることです。こういった考え方で、究極は戦わず
して勝つことです。

工業会（精密測定機器）への要望

これは非常に難しいと思うんですけど、測定機器メ ーカーさんも
考えておられると思いますが、個人個人にどうしても測定誤差が
出てしまいます。人のクセやスキルによるばらつきを排除できる
測定機器を開発していただきたいですね。顕微鏡はのぞいてピン
トを合わせますが、ピントは個人によって違います。今はオ ー ト
フォ ー カスが出てきてすごく良くなりました。マイクロメ ー タは
ラチェットを使ったりして測りますが、人によって誤差が出てしま
います。人による誤差が排除できる測定機器があると技術者の腕
を上げ、製造現場の技術力の向上につながる事になると思いま
す。スマホで三次元測定機を操れるとよいですね！そんな時代が
到来する事を期待しております。有り得るかもしれませんよね！
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会長ご挨拶

本日はご多忙の中、かくも多くの皆様にご臨席賜り、誠にあり
がとうございます。先ほど13時より別会場にて執り行いまし
た通常総会は、全ての議案を滞りなく終了することができま
した。これもひとえに会員各位の格別なるご協力の賜物と、
深く感謝申し上げます。また、本年度は工業会顕彰6名、従業
員表彰15名、合計21名の方々を顕彰いたしました。
この顕彰は、当工業会の発展に長年ご尽力された方々、ま
た、会員各社の業績向上に多大なる貢献をされた方々を称
えるものでございます。受賞されました皆様に心よりお祝い
申し上げます。

業界動向と展望
2025年の販売額予測は、前年比6％増の1,150億円を見込ん
でおります。これは、当工業会において過去2番目に高い水準
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議題

第1号議案
2024年度事業報告および決算報告の承認
第2号議案
第55回顕彰者・第67回従業員表彰者の紹介
第3号議案
2025年度事業計画（案）および事業予算（案）のご承認

1．第 1号議案 I 
1-1 事業報告①業界の概況説明

®活動報告（概要）

JIMTOF2024 会期：2024年11月5日（火）～10（日）
ー一

ー（当旦言6社）

冒‘’（当は闘，社）

·| 1,·11 墨閂，’·
5,619小間 129,018人

（当工業会： 186小間） （海外： 10,423人）

5,743小間 114,158人
（当工業会175小間） （海外：4,686人）

であり、過去最高額に迫る数値でございます。本年3月までは、
計画に対し約5％減、前年並みで推移しておりますものの、昨
年の販売額も過去5番目の高水準であったことを鑑みますと、
全体としては決して芳しくない状況とは捉えておりません。
今後の推移を判断する上で重要な指標となる販売額に対す
る受注額を示すBBレシオは、昨年末から1月にかけてほぼ1
に留まる横ばい状態でしたが、2月は0.9、3月は0.8とやや下
降傾向を示しております。これは、期末である3月に受注に対
する販売が集中する季節的要因によるものであり、例年の範
囲内と判断しております。したがって、現時点では横ばいと認
識しております。4月以降の巻き返しに期待するところではご
ざいますが、トランプ関税の影響には懸念を抱いております。

日本経済とモノづくり
日本経済の原動力は、疑いなくモノづくり産業であり、これこ
そが我が国の国力であると認識しております。これまで日本の
モノづくりは、高精度、高品質、高付加価値を強みとして発展

今回、工業会で新しい取り組みをおこなった。

共同出展
単独で出展が難しい会員様の為に工業会が小間を借りて出展社を
つのり、今回、4社が出展し好評でした。

スタンプラリ ー

工業会のブースを起点にスタンプラリーをおこない、8社が参加した。

台湾貿易センター会員様に向けた見学ツアー

東4ホールに台湾パビリオンに出展している台湾貿易センターの会員
様が当工業会の会員様の小間を見学いただいた。

JIMTOF2026 
会期：2026年10月26日（月）～31日（土）予定

創立70周年記念式典報告
・ 創立70周年記念式典 2024年5月15日開催
・ 創立70周年記念誌 2025年4月15日発行
創立70周年記念式典に伴う費用の支出があった。

1-2 2024年決算報告について
第73回通常総会議案書に基づき、貸借対照表、2024年度損益計算
書、収支計算書、資産目録について事務局からの説明があった。
この後監事から会計監査報告がなされた。
採決の結果第1号議案が承認された。

を遂げてまいりました。しかしながら、近年では中国をはじめ
とする新興国の追い上げが著しく、国際競争は激しさを増して
おります。今後も工業国として世界をリードしていくためには、
新たなモノづくりへの取り組みが不可欠でございます。例え
ば、生産効率を飛躍的に向上させるスマートファクトリーの実
現や、顧客ニ ーズに合致した個別最適なモノづくりへの転換
が求められております。これらを実現するための研究開発、そ
してそれを支える人材育成への取り組みは、極めて重要な課
題でございます。特にスマートファクトリーの実現においては、
計測技術がその鍵を握ると考えております。つきましては、当
工業会としましても、人材の発掘 ・ 育成に注力してまいる所存
でございます。具体的には、測定機業界の機関誌発行、各種セ
ミナ ー や教育活動の実施などを計画しております。本年9月に
開催が予定されております測定計測展に合わせ、多角的な活
動を展開できるよう、現在、企画・準備を進めているところでご
ざいます。今年度も皆様の温かいご支援とご指導を賜ります
よう、何卒よろしくお願い申し上げます。

| 2．第2号議案 I 
第55回顕彰者•第67回従業員表彰者の紹介

| 3．第3号議案 I 
3-1 2025年度事業計画（案）および事業予算（案）のご承認

1．広報活動
►測定計測展 2025
►正会員・賛助会員を増やす施策
►機関紙「SOKUTEI」創刊号の発行
►「SOKUTEIカード」「公式キャラクター：メティ」の訴求

2．教育活動
►東京以外でのセミナ ー開催

3．標準化活動
►JIS規格改正作業 ・ JIS規格5年見直し
►JIS B 7524（すきまゲー ジ）追補改正

3-2 2024年度 予算（案）について
事務局より説明があり、2025年度の事業計画（案）と共に
原案通り承認された。
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